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Ⅰ．平成２０年度 補正予算の概要                  
 

1.概要                                 
 

平成２０年度中部地方整備局の補正予算については、安心実現のための緊急対策の観

点から、これまでに水害等の被害を受けた地域での再度災害防止、緊急震災対策等のた

め緊急に対応すべき事業として配分されました。 

 
総額 ３７５．８億円 

  ○災害復旧等関係        3.0 億円 

    直轄事業     3.0 億円 

 

○防災対策              372.8 億円 

   直轄事業    252.3 億円 

   補助事業    120.5 億円 

 

 

補正予算による効果 
 

◆局地的豪雨対策を実施 

  平成２０年９月２日から降り続いた豪雨により被災した岐阜県揖斐川町
いびがわちょう

鶴見
つ る み

のハラセ

谷に０.３３億円が配分され、土石流により堆積した既設えん堤上流の大量の不安定土砂

を早急に撤去します。これにより、今後の豪雨発生時の下流への被害軽減を図ります。 
 
◆高潮堤防整備をさらに推進  

鈴鹿川河口部の高潮堤防は、老朽化が著しく、また高さ・断面が不足しており、災害

が発生すると甚大な被害の生じる恐れのあるため、５.８億円が配分され、鈴鹿川派
は

川
せん

に

おいては高潮堤防を概成させるとともに、鈴鹿川本川の高潮堤防整備に着手します。 
 
◆道路の安全安心向上に向け防震災対策を推進 

 第一次緊急輸送道路である国道２３号名豊道路に２６.９２億円が配分され、安城
あんじょう

西尾
に し お

IC～和泉
い ず み

IC 間の供用中の高架橋の耐震補強を実施するとともに、新たに４車線化の

ため橋梁下部工に着手し、地震に対する信頼性向上を図ります。 

 

◆船舶の航行安全対策を推進 

三河港神野
じ ん の

地区航路泊地においては、平成１９年に発生した船舶の座礁・衝突事故を

受け、船舶の安全な運航の確保が喫緊の課題となっており、２.０億円が配分され、船舶

航行上の支障となる区域の浚渫が完了し、航行船舶の安全性の向上を図ります。 



平成平成２０２０年度補正予算年度補正予算 事業のポイントマップ事業のポイントマップ

鈴鹿川河川改修事業（高潮堤防の整備）【国 ５.８億円】

今回の補正予算により、鈴

鹿川派川高潮堤防の整備を

概成させるとともに、老朽化

の著しい鈴鹿川本川の高潮

堤防の整備に着手します。こ

れにより高潮に対する安全度

の早期向上を図ります。

老朽化の著しい鈴鹿川本川高潮老朽化の著しい鈴鹿川本川高潮
堤防整備に着手堤防整備に着手

高潮堤防老朽化状況

三河港 神野地区 多目的国際ターミナル
整備事業（航路泊地の整備）

今回の補正予算により、

航路泊地における船舶航

行上支障となる区域の整備

が完成し、船舶航行の安全

性の向上を図ります。

多目的国際ターミナルの安全性確保へ

航路泊地
(水深12m)

多目的
国際ﾀｰﾐﾅﾙ

【国 ２.０億円】
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沼津税務署及び清水税務署 耐震改修事業
【国 ２.９億円】

今回の補正予算により、

沼津税務署及び清水税務

署の耐震改修に着手しま

す。これにより大規模地震

等に対する安全性の向上

が図ります。

安全・安心な公共施設の整備推進安全・安心な公共施設の整備推進

国道２３号名豊道路 【国 ２６.９２億円】

道路の安全・安心向上に向け防震災対策を推進道路の安全・安心向上に向け防震災対策を推進

今回の補正予算により、安

城西尾IC～和泉IC間の供用中

の高架橋の耐震補強を実施す

るとともに、新たに４車線化の

ため橋梁下部工工事に着手し

ます。これにより工事進捗が

図られ、地震に対する信頼性

の向上を図ります。

国道２５号名阪道路（交通事故対策）

自専道死亡事故ワーストワン返上自専道死亡事故ワーストワン返上

今回の補正予算により、交通事

故が課題となっている国道２５号名

阪道路の大内IC他４ヶ所のIC改良

及び路肩拡幅を行い追突事故を削

減すると共に、事故に起因する渋

滞の減少を図ります。

【国 ６.４億円】

国道４１号阿多粕改良（防災対策） 【国 ２.０億円】

今回の補正予算により、

現道取付部の改良工事に

着手することにより全線で

の工事展開が図られ、災

害時の緊急輸送道路の安

全性向上を図ります。

国道国道4141号阿多粕改良号阿多粕改良 改良工事本格展開改良工事本格展開
あたがす

じんの

新規

伊ノ木沢砂防えん堤 砂防事業 【国 ０.６億円】

今回の補正予算により、

砂防えん堤を１基完成させ、

本地区の完成を１年短縮

（平成２３年完了が平成２２

年完了に）し、土砂災害に

対する安全度の早期向上

を図ります。

土石流から下流の人家を守ります。土石流から下流の人家を守ります。
いのきさわ

道路に土砂が流出した状況

清水税務署

名阪道路の交通事故状況

雨量通行規制の状況

揖斐川流域砂防えん堤群 砂防事業 【国 ０.３３億円】

今回の補正予算により、平
成20年9月2日の豪雨による土
石流で既設えん堤に堆積した
不安定土砂の撤去が完了し、
これにより、今後の豪雨発生
時の下流への被害軽減を図り
ます。

局地的豪雨対策を実施局地的豪雨対策を実施

既設えん堤上流の堆積状況

新規



３．平成２０年度中部地方整備局関係補正予算一覧表

ⅰ．平成２０年度補正予算配分に基づく中部地方整備局関係事業費

（単位：百万円）

当　初（Ａ） 補　　　　　　正

歳出（Ｂ）

直轄 補助 計 直轄 補助 計

河 川 関 係 65,308 54,556 119,864 6,855 2,490 9,345 72,163 57,046 129,209

海 岸 関 係 4,079 8,642 12,721 150 542 692 4,229 9,184 13,413

道路整備関係 169,689 85,048 254,737 14,536 3,812 18,348 184,225 88,860 273,085

港 湾 関 係 23,521 7,952 31,473 735 950 1,685 24,256 8,902 33,158

住宅対策関係 42,161 42,161 27 27 0 42,188 42,188

市街地整備関係 121,765 121,765 0 0 0 121,765 121,765

道路環境整備関係 64,416 121,979 186,395 2,666 4,230 6,898 67,082 126,209 193,291

都市水環境関係 3,750 6,147 9,897 0 0 0 3,750 6,147 9,897

下 水 道 関 係 169,122 169,122 0 0 0 169,122 169,122

公 園 関 係 3,252 16,069 19,321 0 0 0 3,252 16,069 19,321

官庁営繕関係 3,659 3,659 287 287 3,946 0 3,946

合 計 337,674 633,441 971,115 25,229 12,051 37,282 362,903 645,492 1,008,395

そ の 他 300 300 300 300

総 計 337,674 633,441 971,115 25,529 12,051 37,582 363,203 645,492 1,008,695

注　１）その他は、災害復旧事業費。

　　２）道路整備関係、道路環境整備関係には、都市・住宅関係事業の街路事業、道路環境整備の事業費を含む。

　　３）住宅対策関係には、河川関係事業の住宅関連特定治水の事業費を含む。

　　４）都市水環境関係は、河川関係事業の都市水環境事業と都市・住宅関係事業の都市水環境事業を合わせたもの。
　　５）港湾空港関係事業費には起債事業費を含まない。

　　６）中部地方整備局における補助事業の対象は、岐阜県、静岡県、愛知県、三重県である。

　　７）計数はそれぞれ四捨五入によっているので、端数において合計と一致しない場合がある。

　　８）当初とは、５月１３日時点の配分額をいう。

直轄 補助 計

合　　　計
（Ａ＋Ｂ）
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ⅱ．　一括配分予算関係

【直轄事業費】 （単位:百万円）

本省配分 一括配分（整備局配分） 合計

治　　水 6,855 0 6,855

海　　岸 150 0 150

道路整備 12,048 2,488 14,536

港　　湾 735 0 735

道路環境整備 1,110 1,556 2,666

都市水環境 0 0 0

公　　園 0 0 0

官庁営繕 0 287 287

合　　計 20,898 4,331 25,229

【補助事業費】 （単位:百万円）

本省配分 一括配分（整備局配分） 合計

治　　水 164 2,326 2,490

海　　岸 100 442 542

道路整備 2,610 1,202 3,812

港　　湾 950 0 950

住宅対策 27 0 27

市街地整備 0 0 0

道路環境整備 3,092 1,138 4,230

都市水環境 0 0 0

下 水 道 0 0 0

公　　園 0 0 0

合　　計 6,943 5,108 12,051

【補助事業費　県別内訳】 （単位:百万円）

本省配分 一括配分（整備局配分） 合計

岐 阜 県 733 613 1,346

静 岡 県 1,970 0 1,970

愛 知 県 2,426 3,684 6,110

三 重 県 1,814 811 2,625

合　　計 6,943 5,108 12,051

注）計数はそれぞれ四捨五入によっているので、端数において合計と一致しない場合がある。

　平成１３年度から導入された「公共事業等予算の一括配分制度」は、地方のニーズをより一層的確に反映した住
宅・社会資本整備を促進するため、中央省庁等改革基本法に基づき、事業の決定及び執行に関する大臣の権限をで
きるだけ地方整備局等へ委任し、各地域単位での直轄事業の実施、補助事業の調整等を総合的に行う事を目的とし
ています。
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１．事業概要

２．平成２０年度補正予算事業内容

３．整備効果

現地状況写真

【建政部】

高架本体工事の推進。

　今回の補正予算の充当により、高架本線工事の一層
の推進を図り、早期の踏切除却が可能となります。

愛知県
あ い ち け ん

春日井市
か す が い し

長塚町
ながつかちょう

～柏井町
かしわいちょう

　事業箇所

約２２９億円

愛知県

平成７年度～２１年度

　全体事業費

　本事業は、東海旅客鉄道中央本線の勝川駅付近の約
２．５ｋｍにおいて鉄道を高架化することにより、２
箇所の踏切を除却するものです。
　当事業により、都市内交通の円滑化が図られるとと
もに、分断された市街地の一体化による都市の活性化
が図られます。

　事業期間

踏切除却により都市交通の円滑化、都市の活性化を図ります

～JR東海中央本線～

　事業主体

事業費：４．０億円　（補正予算）
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１．事業概要

２．平成２０年度補正予算事業内容

３．整備効果

【建政部】

踏切除却により都市交通の円滑化を図ります

～都市計画道路　松阪公園大口線
ま つ さ か こ う え ん お お ぐ ち せ ん

外１線～

　事業主体

事業費：３．０億円　（補正予算）

三重県

平成１４年度～２６年度

　全体事業費

　本路線は、松阪市の中心市街地と国道４２号及び国
道２３号を結ぶ重要路線であり、また松阪駅を中心と
する都心環状の一部を担っています。
　本事業は、当路線のネック点となっている踏切を立
体交差化（アンダーパス）することにより円滑な都市
交通の確保を図るものです。

　事業期間

用地取得及び立体部の工事の推進。

　今回の補正予算の充当により、工事の一層の推進を
図り、平成２６年度早期の供用を図ります。

三重県松阪市本町～鎌田町
み え け ん ま つ さ か し ほ ん ま ち ～ か ま だ ち ょ う

　事業箇所

約９６億円

 

芸
美安

白
久

美

宮

当該箇所 

  

至伊勢 

至津 

至津 
至伊勢 

至尾鷲 

国道 23 号 

 

松阪 I.C 近畿自動車道伊勢線

松阪第２環状線(外郭環状道路) 

高町松江岩内線 

L=760m

松阪駅

国道 42 号 

国道 42 号 

近鉄 

 ＪＲ 

松
阪
公
園
大
口
線
外
１
線
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１．事業概要

２．平成２０年度補正予算事業内容

３．整備効果

【河川部】

　沈下・老朽化した高潮堤防の補強を行います。

　背後地には家屋が密集しており、災害が発生すると
甚大な被害を被るため、今回の補正予算により鈴鹿川
派川高潮堤防の整備を概成させるとともに、鈴鹿川本
川高潮堤防の整備に着手し、事業を推進します。

三重県四日市市
よ っ か い ち し

　事業箇所

約１６億円

国

平成２０年度～平成２９年度

　全体事業費

　鈴鹿川河口部は、伊勢湾台風を契機に高潮堤防が完
成しましたが、築造後50年近くが経過しており老朽化
が著しく、また、高さ・断面ともに不足しています。
　耐震対策が必要な区間もあり、早急に整備する必要
があるため、計画的に高潮堤防の整備を進めていま
す。

　事業期間

本川高潮堤防整備に着手します

～鈴鹿
す ず か

川
が わ

河川改修事業（高潮堤防の整備）～

　事業主体

事業費：５．８億円　（補正予算）

堤防破堤（高潮）時の被害想定

H20補正
高潮堤防

鈴鹿川本川

鈴鹿川派川

四日市市
（旧楠町）

四日市市

四日市市

鈴
鹿
川

老朽化が著しい高潮堤防 背後は家屋が密

鈴
鹿
川
派
川
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１．事業概要

２．平成２０年度補正予算事業内容

３．整備効果

【河川部】

高潮堤防整備をさらに推進します

～庄内
し ょ う な い

川
が わ

河川改修事業（宝神
ほ う じ ん

地区
ち く

）～

　事業主体

事業費：２．５億円（補正予算）

国

平成１９年度～平成２４年度

　全体事業費

　庄内川河口部は、伊勢湾台風を契機に高潮堤防が完
成したが、築造後50年が経過しており、老朽化が進む
とともに、広域地盤沈下により堤防高が不足する区間
もあります。
　早急に整備する必要があるため、高潮堤防の整備を
進めています。

　事業期間

　沈下・老朽化した高潮堤防の補強を行います。

　災害が発生すると甚大な被害を被る庄内川河口部に
おいて、今回の補正予算により高潮堤防の整備を推進
し、完成を1年短縮（平成２５年完成が平成２４年完
成に）し、治水安全度の早期向上を図ります。

愛知県名古屋市
な ご や し

　事業箇所

約３２億円

H20補正
要求箇所

＜昭和34年9月伊勢湾台風による被害状況写真＞

庄
内
川

H20補正
高潮堤防
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１．事業概要

２．平成２０年度災害関連事業内容

３．整備効果

【河川部】

土砂の崩壊等危険な状況に緊急に対応

～直轄
ち ょ っ か つ

砂防
さ ぼ う

災害
さ い が い

関連
か ん れ ん

緊急
き ん き ゅ う

事業
じ ぎ ょ う

～

　事業主体

事業費：３．０億円（補正
ほ せ い

予算
よ さ ん

）

国

平成２０年度

　全体事業費

　揖斐川流域は、脆弱な地質帯で、日本有数の多雨地
帯であり、これまでに度重なる土砂災害に見舞われて
きました。平成２０年９月２日からの豪雨により揖斐
川左支渓の下谷で土石流が発生し、下流部の国道３０
３号で約３９時間の通行止、町道の崩落、また家屋被
害が４件生じました。
　渓流の安定を図り、氾濫区域内の国道や家屋を保全
するため災害関連事業を実施します。

　事業期間

　下谷の最下流部に砂防えん堤１基、及び不安定土砂
の撤去を実施します。

　下谷の上流部には、現在も不安定土砂が堆積してお
り、次期出水等で土砂災害が発生する恐れが高い状況
です。
　災害関連事業により、砂防えん堤を整備することに
より、下谷の氾濫区域内の国道３０３号や近隣の家屋
を保全することが可能となります。

岐阜県
ぎ ふ け ん

揖斐郡
い び ぐ ん

揖斐川町
い び が わ ち ょ う

東津汲
ひがしつぐみ

　事業箇所

３億円

下谷

国道３０３号
揖斐川→

国道への土砂流出

土石流により、国道303号埋塞（通行止）、町道崩落、家屋４戸の被害が発生

次期出水で土砂災害発生の恐れが高い状況

新規
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１．事業概要

２．平成２０年度補正予算事業内容

３．整備効果

【河川部】

　ハラセ谷にある既設の砂防えん堤上流に堆積した不
安定土砂を撤去します。

　今回の補正予算により、不安定土砂の撤去を完了さ
せ、今後の豪雨発生時の下流への被害軽減を図りま
す。

岐阜県
ぎ ふ け ん

揖斐郡
い び ぐ ん

揖斐川町
い び が わ ち ょ う

　事業箇所

０．３３億円

国

平成２０年度

　全体事業費

　平成20年9月2日から降り続いた豪雨により、9月3日
16時までに揖斐川町の小津観測所（国交省）では
579mmを記録しました。この豪雨により、揖斐川町鶴
見にあるハラセ谷では土石流が発生し、既設えん堤上
流に大量の不安定土砂が堆積しました。今後の局地的
豪雨対策として、豪雨発生時に下流への被害軽減を図
るために早急に土砂撤去を実施します。

　事業期間

局地的豪雨対策を実施します

～揖斐川
い び が わ

流域
り ゅ う い き

砂防
さ ぼ う

えん堤
て い

群
ぐ ん

　直轄
ち ょ っ か つ

砂防
さ ぼ う

事業
じ ぎ ょ う

～

　事業主体

事業費：０．３３億円（補正予算）

既設えん堤上流の堆砂状況 国道417号への流出状況

保全対象：赤岩警報所 保全対象：国道417号

新規
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１．事業概要

２．平成２０年度補正予算事業内容

３．整備効果

【河川部】

　砂防えん堤１基を整備し、完成させます。

　今回の補正予算により、砂防えん堤１基を完成さ
せ、本地区の完成を１年短縮（平成２３年完成が平成
２２年完成に）し、土石流捕捉効果を早期に高め、土
砂災害に対する安全度の早期向上を図ります。

長野県
な が の け ん

飯田市
い い だ し

　事業箇所

約１８億円

国

平成１５年度～２２年度

　全体事業費

　土石流危険渓流である伊ノ木沢において、砂防えん
堤を整備し、土石流対策を実施します。
　なお、平成１９年７月３０日の局地的豪雨により、
大断層「中央構造線」に沿って流れる遠山川へ、右岸
側から流入している伊ノ木沢にて土石流が発生してお
り、早期対策が必要な渓流です。

　事業期間

土石流から下流の人家を守ります

～伊
い

ノ木
き

沢
さ わ

砂防
さ ぼ う

えん堤
て い

　直轄
ち ょ っ か つ

砂防
さ ぼ う

事業
じ ぎ ょ う

～

　事業主体

事業費：０．６億円（補正予算）

凡 例

Ｈ２０当初

Ｈ２０追加

凡 例

Ｈ２０当初

Ｈ２０追加

道路に土砂が流出した様子

伊ノ木沢の様子

遠山川伊ノ木沢合流部対岸部
にある遠山中学校
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１．事業概要

２．平成２０年度補正予算事業内容

３．整備効果

【河川部】

　河道掘削、護岸工を実施します。

　占部川合流点までの整備の完成を１年短縮し、平成
２０年度８月末豪雨による浸水被害軽減に向けた事業
進捗を図ります。

愛知県
あ い ち け ん

岡崎市
お か ざ き し

　事業箇所

約２５億円

愛知県

昭和５５年度～

　全体事業費

　平成２０年８月末の豪雨により、広田川において浸
水面積約２０７ha、床上浸水家屋１９戸、床下浸水家
屋２１９戸と多大な被害を受けたことから、流下能力
の向上を図るために河道掘削を実施し、再度災害防止
対策の早期実現を図ります。

　事業期間

平成２０年８月末豪雨対策として重点的に河川整備を促進します

　　　～矢作川
や は ぎ が わ

水系広田
こ う た

川
が わ

　都市基幹河川改修事業～

　事業主体

　事業費：１．０億円　（補正予算）

広域基幹河川改修事業 矢作古川（広田川工区）

Ｌ＝１２，６００ｍ

西尾市

岡崎市

幸田町

やはぎふるかわ（こうだがわこうく）

こうだがわ

おかざきし

こうたちょう

にしおし

はしら

Ｐ

広田川

占
部
川

砂
川

一連区間

Ｈ２０補正
掘削護岸工

H20.8末豪雨

破堤箇所

砂川ポンプ場Q=2.6㎥/s
Ｈ１８供用開始

砂川遊水地
整備済み

名古屋市名古屋市

一級河川矢作川水系 広田川
名古屋市名古屋市名古屋市名古屋市

一級河川矢作川水系 広田川

岡崎市内の被災状況

広田川

破堤箇所

東海豪雨浸水区

8月末豪雨浸水区
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１．事業概要

２．平成２０年度補正予算事業内容

３．整備効果

【道路部】

道路の安全・安心向上に向け防震災対策を推進

～国道23号　名豊
め い ほ う

道路～

　事業主体

　事業費：２６．９２億円　（補正予算）

国

昭和４７年度～

　全体事業費

　国道２３号名豊道路は、名古屋市と豊橋市を結ぶ知
立バイパス、岡崎バイパス、蒲郡バイパス、豊橋バイ
パス、豊橋東バイパスの５つのバイパスで構成され
た、国道１号及び２３号の交通混雑の緩和と、通過交
通の円滑化を目的に計画された延長７２．７kmの道
路。

　事業期間

　知立バイパスの安城西尾ICから和泉IC間のⅠ期線の
橋梁下部工耐震補強、Ⅱ期線の4車線化等を実施。

今回の補正予算により、安城西尾IC～和泉IC間の供用
中の高架橋の耐震補強を実施するとともに、新たに４
車線化のため橋梁下部工工事に着手します。これによ
り工事進捗が図られ、地震に対する信頼性の向上を図
ります。

愛知県
あいちけん

豊橋市
とよはしし

東細谷
ひがしほそや

町
ちょう

～愛知県
あいちけん

豊明
とよあけ

市
し

阿野町
あのちょう

　事業箇所

約４，７００億円（完成）

知立バイパス

愛知県
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１．事業概要

２．平成２０年度補正予算事業内容

３．整備効果

【道路部】

改良工事（防災対策）本格展開

～国道４１号　阿
あ

多粕
た が す

改良
か い り ょ う

～

　事業主体

　事業費：２．０億円　（補正予算）

国

平成８年度～

　全体事業費

　国道４１号阿多粕改良は、防災対策及び異常気象時
通行規制区間の短縮を目的に計画された岐阜県下呂市
小坂町柏原から岐阜県高山市久々野町渚に至る延長
２．２kmの局部改良事業。 　事業期間

下呂市側現道取り付け部の改良工事に着手。

　今回の補正予算により、現道取付部の改良工事に着
手することにより全線での工事展開が図られ、災害時
の緊急輸送道路の安全性向上を図ります。

岐阜県
ぎ ふ け ん

下呂市
げ ろ し

小坂町
おさかちょう

柏
がい

原
ばら

～岐阜県
ぎ ふ け ん

高
た

山市
かやまし

久々野町
く ぐ の ち ょ う

渚
なぎさ

　事業箇所

約９０億円

阿多粕改良

岐阜県

ＪＲ  高山本線

下呂市

41

← 飛騨川

Ｌ＝２．２ｋｍ阿多粕改良　       

至
富
山

高山市

41

松尾谷

阿多粕谷

渚橋

小坂木材総合市場

栃洞橋

牛牧谷

女男滝公園

渚
岩崎大橋

至
名
古
屋

々

終　

岐
阜
県
高
山
市
久

野
町
渚

起

岐
阜
県
下
呂
市
小
坂
町
柏
原

ぎ
ふ

げ
ろ

お
さ
か
ち
ょ
う
が
い
ば
ら

く
ぐ
の
ち
ょ
う
な
ぎ
さ

ぎ
ふ　
　

た
か
や
ま

あ　た　がす

T’05=9,960台/日 雨量規制区間

-14-



１．事業概要

２．平成２０年度補正予算事業内容

３．整備効果

【道路部】

大内IC他４箇所において、必要加減速車線長が短いこ
とで追突事故が多発している各ICランプ構造の改良を
行います。また、左側路肩の不足箇所において、日常
的な維持管理、事故処理に必要な路肩幅を拡幅する工
事を行います。

今回の補正予算により、事故の削減、交通の円滑化の
早期発現が期待できる

三重県
み え け ん

亀山市
かめやまし

太岡寺町
たいこうじちょう

～

　　　　　　　三重県
み え け ん

伊賀市
い が し

治田
は っ た

　事業箇所

約４００億円

国

昭和５６年度～

　全体事業費

国道２５号名阪道路は三重県亀山市から奈良県天理市
までの自動車専用道路であり、東名阪自動車道、西名
阪自動車道と直結し、国土軸である名神高速道路の代
替機能を有する道路として事業化したものである。 　事業期間

自専道死亡事故ワーストワンを返上

～国道２５号　名阪
め い は ん

道路
ど う ろ

～

　事業主体

事業費：６．４億円　（補正予算）

422

42236825

163

25 1

25

163

名阪道路　L=41.6km

伊賀市

  津市

亀山市

至島ヶ原

至大阪

至大津

至甲賀

至大阪

至草津

至多気 至紀伊長島
至津

至津 至伊勢

至名古屋

東名阪

上野新都市開発

三重県

JR関西本線

関I.C

亀山IC

めいはん
終

三
重
県
伊
賀
市
治
田

　

い
が　
　

は
っ
た

起

三
重
県
亀
山
市
太
岡
寺
町

か
め
や
ま

た
い
こ
う
じ
ち
ょ
う

県

上
野

島
ヶ
原
線

奈
良
県

治
田
I.C至天理

白
樫
I.C

大
内
I.C

上
野
I.C

上
野
東
I.C

友
生
I.C

中
瀬
I.C

伊
賀
一
之
宮
I.C

壬
生
野
I.C

御
代
I.C

下
柘
植
I.C

上
柘
植
I.C

伊
賀
I.C

南
在
家
I.C

板
屋
I.C

向
井
I.C

久
我
I.C

近
鉄
伊
賀
線

主
 上

野
大

山
田

線

県
伊
賀
甲
南
線

主

草
津

　
　
　
　

伊
賀
線

至名古屋

主

津
関
線

伊
勢
道

関トンネル
L=1,100m

加太トンネル
L=495m

都計　S39.8.13

T’05=71,744台/日
(K=1.06)

①区間 

＝路肩改良　L 1,000m路肩改良　L=1,000m

名阪国道における事故状況

L=700下り加速・減速車線の延伸大内IC
L=400ｍ下り減速車線の延伸中瀬IC

L=500下り加速車線の延伸治田IC

L=300下り加速車線の延伸壬生野

L=300上り減速車線の延伸上柘植

事業延上下対策内容事業IC名

【路肩改良イメージ】
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１．事業概要

２．平成２０年度補正予算事業内容

３．整備効果

【道路部】

既存ストックの有効活用

～伊勢
い せ

大橋
お お は し

橋梁
き ょ う り ょう

補修
ほ し ゅ う

～

　事業主体

事業費：３．４億円　（補正予算）

国

平成１９年度～

　全体事業費

　国道１号伊勢大橋は、中部地域における産業・人口
集積地である名古屋市、四日市市を結ぶ重要区間に位
置している橋梁で、当該地域の人流・物流の大動脈を
支えている。　伊勢大橋は、昭和９年に架橋され７４
年間経過し老朽化の進行が著しく、平成１９年度より
保全対策に着手しており、早急な対策の完了が求めら
れている。

　事業期間

床組の補修及び塗装を実施

補正予算の充当により、床組の補修等を実施し、伊勢
大橋の長寿命化及び道路ネットワークの安全性・信頼
性の向上を早期に図ります。

三重県
み え け ん

桑名市
く わ な し

　事業箇所

約１０億円

42

42

23

23

伊勢大橋全景

老朽化状況

昭和９年に架橋
された伊勢大橋
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１．事業概要

２．平成２０年度補正予算事業内容

３．整備効果

【道路部】

平成21年度に予定していた橋梁上部工事を実施する。

補正を充当する事により橋梁の早期完成を図ることが
可能となり、半田市街地の踏切渋滞の早期緩和を図る
事が出来る。

愛知県半田市
は ん だ し

新浜町
にいはまちょう

愛知県半田市
は ん だ し

有楽町
ゆうらくちょう

　事業箇所

約65億円

愛知県

平成18年度～22年度

　全体事業費

主要地方道半田常滑線は、半田市を起点とし、知多半
島中央部を横断して常滑市に至る路線である。半田市
を南北に縦断する鉄道により踏切部において渋滞が慢
性的に発生しており、地元からも対策が強く求められ
ている。当該事業は国道247号成岩立体、(主)半田南
知多線事業と連携して半田市東西を新たに結ぶネット
ワークを形成し、踏切部の渋滞対策を図るものであ
る。

　事業期間

踏切対策を促進し渋滞緩和

～主要
し ゅ よ う

地方道
ち ほ う ど う

　半田
は ん だ

常滑
と こ な め

線
せ ん

～

　事業主体

事業費：５．２億円　（補正予算）

凡　　　　　　　　　例

供 用 中

事 業 中

平成20年度補正箇所
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１．事業概要

２．平成２０年度補正予算事業内容

３．整備効果

【港湾空港部】

名古屋港におけるコンテナ船の航行安全を確保

～スーパー中枢
ち ゅ う す う

港湾
こ う わ ん

(名古屋港
な ご や こ う

)の整備
せ い び

推進
す い し ん

～

　事業主体

事業費：４．２億円（補正予算）

国

平成１４年度～２４年度

　全体事業費

　伊勢湾における基幹航路ネットワークを維持拡大
し、中部地方におけるものづくり産業の国際競争力の
強化を図るため、名古屋港飛島ふ頭南地区において、
次世代高規格コンテナターミナルを整備します。
　併せて、コンテナ船の大型化に対応するため、東航
路の拡幅・増深を行います。

　事業期間

航路浚渫

　今回の補正予算により、航路（水深16ｍ）の拡幅を
推進し、コンテナ船の大型化への対応および震災時に
おける海上輸送ルートを確保します。

愛知県
あ い ち け ん

海部郡
あ ま ぐ ん

飛島
と び しま

村
むら

　事業箇所

約５３３億円

2B：H20.12暫定供用

飛島ふ頭南地区国際海上コンテナターミナル

1B：H17.12供用

航路(水深16m)
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１．事業概要

２．平成２０年度補正予算事業内容

３．整備効果

【港湾空港部】

航路浚渫

今回の補正予算で、船舶航行上の支障となっている危
険な箇所の整備が完了します。これにより船舶航行上
の安全性が向上します。

愛知県豊橋市
と よ は し し

　事業箇所

約２２２億円

国

平成４年度～２４年度

　全体事業費

　三河港では、完成自動車や自動車関連部品等のコン
テナ貨物を中心とした取扱貨物量の増加へ対応し、ま
た、船舶の大型化への対応を図り、東三河地域産業の
国際競争力を強化するために、神野地区においてコン
テナの取り扱いも可能な多目的国際ターミナル及び関
係する航路泊地や防波堤の整備を進めています。

　事業期間

船舶の航行安全対策を実施

～三河
み か わ

港神野
じ ん の

地区多目的
た も く て き

国際
こ く さ い

ターミナル整備事業～

　事業主体

事業費：２．０億円　（補正予算）

防波堤(北)

多目的国際ﾀｰﾐﾅﾙ

航路泊地(水深12m)
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１．事業概要

２．平成２０年度補正予算事業内容

３．整備効果

【港湾空港部】

東紀州地域の安全・安心を確保します！

～尾鷲
お わ せ

港林町
は や し ま ち

地区国内
こ く な い

物流
ぶ つ り ゅ う

ターミナル整備事業～

　事業主体

事業費：１．５億円　（補正予算）

三重県

平成１９年度～２３年度

　全体事業費

尾鷲港では、東南海・南海地震等大規模地震発生後の
広域輸送ネットワークの確立や復旧・復興の拠点とな
る施設として耐震強化岸壁を整備しています。

　事業期間

岸壁本体工

今回の補正予算により、より効率的な施工が可能とな
り、円滑な事業進捗が図られます。

三重県
み え け ん

尾鷲市
お わ せ し

　事業箇所

約１０億円

国内物流ターミナル

岸壁（耐震改良）
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１．事業概要

２．平成２０年度補正予算事業内容

３．整備効果

【港湾空港部】

津地区（贄崎）において、護岸改良を実施。

　補正予算を活用して、護岸の耐震化や改良を推進す
ることにより、津波や高潮などの自然災害に対する防
護機能を早期に発現することが出来ます。

三重
み え

県津
つ

市

　事業箇所

約２３７億円

国

平成４年度～２２年度

　全体事業費

　津松阪港海岸の既設護岸は、伊勢湾台風を契機に築
造され、築後４０年以上が経過し、海岸保全施設の老
朽化や機能低下が著しくなっています。また、発生が
危惧される東海、東南海・南海地震によって地盤が液
状化を起こす可能性があるなど、耐震性の強化も必要
となっています。このため、補正予算により背後地域
の安全性を向上すべく護岸の耐震化を推進します。

　事業期間

地域の魅力向上と生活を守る “ふるさと海岸 ”の推進

～津
つ

松阪
ま つ さ か

港
こ う

海岸ふるさと海岸整備事業～

　事業主体

事業費：１．５億円　（補正予算）

贄崎工区　Ｌ＝2194m

津地区（贄崎）
香良洲地区

三雲地区（鵲） 松阪地区（猟師）

松阪地区（西黒部）

松阪地区（松ヶ崎）
三雲地区（天白）
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１．事業概要

２．平成２０年度補正予算事業内容

３．整備効果

【港湾空港部】

離岸提（潜提）

　補正予算を活用して、離岸堤（潜提）の整備を促進
することにより、荒天時の越波・飛石等の被害に対す
る防護機能を早期に発現することが出来ます。また、
潜堤とすることで景観に配慮した防護施設となりま
す。

三重
み え

県熊野
く ま の

市木本
きのもと

町地内

　事業箇所

約５０億円

三重県

平成４年度～２1年度

　全体事業費

　木本港海岸は、七里御浜海岸の北端部に位置し、海
浜侵食により浜幅が減少しています。また、汀線付近
から海底が急激に深くなるため、荒天時には波が汀線
付近で砕波し打ち上げられ、堤防を越えて背後の国道
や人家に越波・飛石等の被害を与えています。このた
め、補正予算により高波による被害を防止するための
離岸堤（潜堤）整備を促進します。

　事業期間

高潮から人家を守る離岸提の整備を促進

～木本
き の も と

港
こ う

海岸木本
き の も と

地区　離岸提（潜提）の整備～

　事業主体

事業費：３．２億円　（補正予算）

離岸堤(潜提）
Ｌ＝520m

【荒天時の波浪状況】
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１．事業概要

２．平成２０年度補正予算事業内容

３．整備効果

【港湾空港部】

地震から中核施設を守る護岸補強の整備の促進

～衣
き ぬ

浦
う ら

港
こ う

海岸半田
は ん だ

地区　護岸補強～

　事業主体

事業費：１．０億円　（補正予算）

愛知県

平成３年度～２４年度

　全体事業費

　衣浦港海岸半田地区は、海岸堤防の老朽化が顕著な
上、液状化層の上に立地しており地震時には液状化に
伴う円弧滑りによる護岸の決壊が想定されています。
また、防護区域には市役所、消防署、市民病院など市
の中核施設があり、発災後中心的に機能しなければな
らない施設が集中しています。このため、補正予算に
より耐震対策として護岸補強を促進します。

　事業期間

護岸（補強）

　補正予算を活用して、護岸の耐震化を促進すること
により、地震などの自然災害に対する防護機能を早期
に発現し、災害時における背後地域への壊滅的被害を
防ぐことが出来ます。

愛知
あいち

県半田
はんだ

市瑞穂
みずほ

町地先

　事業箇所

約５０億円

半田地区

半田地区

護岸（補強）

老朽化の著しい護岸
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１．事業概要

２．平成２０年度補正予算事業内容
沼津税務署

建物概要：鉄筋コンクリート造　３階建て
　延べ床面積　2,282㎡

耐震改修工事
清水税務署

建物概要：鉄筋コンクリート造　３階建て
　延べ床面積　1,389㎡

耐震改修工事
３．整備効果

耐震改修のイメージ

【営繕部】

　既存官庁施設の総合的な防災機能を確保するため、
沼津税務署と清水税務署の２施設の耐震改修に着手し
ます。

　事業期間

安全・安心な官庁施設整備を進めます。

～沼津
ぬ ま づ

税務署
ぜ い む し ょ

・清水
し み ず

税務署
ぜ い む し ょ

　耐震
た い し ん

改修
かいしゅう

事業～

　事業主体

事業費：２．９億円　（補正予算）

沼津
ぬまづ

税務署
ぜいむしょ

：静岡
しずおか

県沼津市
ぬ ま づ し

清水
しみず

税務署
ぜいむしょ

：静岡県静岡市
しずおかし

　事業箇所

約２．９億円

国

平成２０年度

　全体事業費

外部鉄骨補強

（改修後）（改修前）

　耐震改修を実施することにより、耐震安全性が向上
し、利用者の人命確保が図られるとともに、大規模地
震発生時に総合的な防災機能を十分に発揮でき、国民
の安全・安心な生活の確保に資することができます。

新規
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５．平成２０年度補正予算 県別代表事業箇所一覧表
ⅰ．県別代表事業箇所一覧表 （国等が実施する事業）

岐 阜 県 静 岡 県 愛 知 県 三 重 県 長 野 県

治水 ●揖斐川流 域砂防えん堤群 ●矢作川護岸【国 5.5 億円】 ●鈴鹿川高潮堤防【国 3.5 億円】 ●天 竜川護岸【国 2.4 億円】
い び が わ りゆういき や は ぎ す ず か てんりゆう

関係 【国 0.33 億円】新規 ●庄内川高潮堤防【国 2.5 億円】 ●櫛田川浸透対策【国 2.2 億円】 ●伊ノ木沢砂防えん堤【国 0.6 億円】
しょうない く し だ い の き さわ さ ぼ う え ん て い

●川上第 7 床固工【国 0.7 億円】 ●宮川高潮堤防 【国 3.5 億円】 ●太田切床固工群【国 0.99 億円】
か お れ みやがわ お お た ぎ り

道路 ●東海環 状自動車道【国 14.0 億円】 ●三遠南信自動車道 ● 302 号名古屋環 状Ⅱ号線 ●近畿自動車道紀勢線
とうかいかんじよう さんえんなんしん な ご や かんじよう き ん き じ ど う し や ど う き せ い せ ん

関係 ● 41 号阿多粕改良【国 2.0 億円】 474 号佐久間道路【国 1.5 億円】 【国 10.0 億円】 尾鷲北 IC(仮称）～紀伊長島 IC(仮称）
あ た が す さ く ま お わ せ きた き い な が し ま

●静岡東西道路 ● 23 号名豊道路【26.92 億円】 【国 6.0 億円】
しずおかとうざい めいほう

1 号静清バイパス【国 12.5 億円】 ● 42 号熊野尾鷲道路【国 16.81 億円】
せいしん く ま の お わ せ

● 155 号大坪町歩道整備 ●東海環 状自動車道【国 8.75 億円】
おおつぼちよう とうかいかんじよう

● 1 号駿河区赤目ヶ谷地区交差点改良 【国 0.3 億円】 ● 23 号中 勢道路【国 20.0 億円】
す る が く あ か め や ち く ちゆうせい

【国 0.4 億円】 ● 25 号名阪道路【国 6.4 億円】
めいはん

● 23 号植山町交差点改良【国 0.4 億円】
うえやまちよう

●１号伊勢大橋橋梁補修【国 3.4 億円】
い せ おおはし

●１号坂下地区防災対策【国 1.0 億円】
さかした

港湾 ●名古屋港［東航路］航路（水深 16 ｍ）

関係 【国 4.2 億円】

●三河港［神野］多目的国際ﾀｰﾐﾅﾙ
じ ん の

（水深 12 ｍ）【国 2.0 億円】

●衣浦港［武豊北ふ頭］多目的国際
きぬうら

ﾀｰﾐﾅﾙ（水深 12 ｍ）【国 1.0 億円】

●伊勢湾海洋環境整備事業【国 0.2 億円】

海岸 ●津松阪港海岸

関係 ふるさと海岸整備事業【国 1.5 億円】

営繕 ●沼津税務署など耐震改修
ぬ ま づ

関係 【国 2.9 億円】新規
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ⅱ．県別代表事業箇所一覧表 （地方公共団体等が実施する事業）

岐 阜 県 静 岡 県 愛 知 県 三 重 県

都市 ●岐阜駅北口地区土地区画整理事業 ●東静岡駅周辺土地区画整理事業 ●安城南明治第一地区土地区画整理事業 ●秋葉山高向線外１線【伊勢市 0.3 億円】
ぎ ふ え き き た ぐ ち ひがししずおかえき あんじようみなみめいじだいいち あ き ば や ま たかぶくせんほか せん

住宅 【岐阜市 1.5 億円】 【静岡市 5.0 億円】 【安 城市 1.0 億円】 ●桑名中央東員線【桑名市 0.38 億円】
ぎ ふ しずおか あんじよう く わ な ちゆうおうとういんせん

関係 【優良建築物等整備事業】 ●南上ノ原梅田線【湖西市 2.1 億円】 ● JR 東海中 央本線【春日井市 4.0 億円】 ●松阪公園大口線外１線【松阪市 3.0 億円】
みなみうえのはらうめだせん とうかいちゆうおうほんせん まつさかこうえんおおぐちせんほか せん

●岐阜県ｱｽﾍﾞｽﾄ改修促進地区（各市町村） ●日の出町押切線他 1 路線【静岡市 1.0 億円】 ●名古屋半田線（名和南部工区）【東海市 0.5 億円】 【 優良建築物等整備事業】
ひ の で ち よ う おしきりせんほか ろ せ ん な ご や は ん だ せん な わ な ん ぶ こう く

【優良建築物等整備事業】 ●枇杷島小田井線【清須市 4.0 億円】 ●三重県ｱｽﾍﾞｽﾄ改修促進地区（各市町村）
び わ じ ま お た い せん

●静岡県ｱｽﾍﾞｽﾄ改修促進地区（各市町村） 【優良建築物等整備事業】

●愛知県ｱｽﾍﾞｽﾄ改修促進地区（各市町村）

治水 ●長良川 広域基幹河川改修事業 ●広田川 都市基幹河川改修事業【愛知県 1.0 億円】●三渡川 広域基幹河川改修事業
な が ら が わ こ う た が わ みわたりがわ

関係 【岐阜県 0.3 億円】 【三重県 0.6 億円】

●蓮原川 通常砂防事業【岐阜県 0.5 億円】 ●白越谷川 通常砂防事業【三重県 0.15 億円】
はすはらがわ しろこしがやがわ

道路 ●濃飛横断自動車道 ●静岡南北道路 ●国道 247 号 碧南～西尾拡幅【県 3.0 億円】 ●国道 421 号 石榑南拡幅【県 0.5 億円】
の う び おうだん へきなん に し お いしぐれみなみ

関係 256 号金山下呂道路【県 1.2 億円】 (主)山脇大谷線【静岡市 7.0 億円】
かなやま げ ろ やまわき お お や

●(主)半田常滑線【県 5.2 億円】 ●(主)伊勢松阪線【県 4.0 億円】
は ん だ とこなめ い せ まつさか

●国道 156 号 橋梁耐震補強【県 0.8 億円】 ●国道 362 号 橋梁耐震補強【県 0.9 億円】

●三河地区事故対策地区

交差点改良 6 箇所【県 2.5 億円】

港湾 ●四日市港［四日市］岸壁（水深 10 ｍ）

関係 【四管 2.0 億円】

●四日市港［第一航路］航路（水深 12 ｍ）（埋没）

【四管 4.0 億円】

●津松阪港［大口］国内物流ﾀｰﾐﾅﾙ【県 2.0 億円】

●尾鷲港［林町］岸壁（水深 5.5 ｍ）
お わ せ

（改良）（耐震）【県 1.5 億円】

海岸 ●衣浦港海岸[半田]高潮対策事業【愛知県 1 億】 ●木本港海岸[木本]高潮対策事業【三重県 3.2 億】
きぬうら きのもと

関係 ●千代崎港海岸[山中]侵食対策事業
ち よ ざ き

【三重県 0.2 億】

●宇治山田港海岸[二見]侵食対策事業
う じ や ま だ

【三重県 0.3 億】

●五ヶ所港海岸[下津浦]津波・高潮危機管理対策
ご か し よ

緊急事業【三重県 0.7 億】
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